
資料３　沖縄県ＤＸ推進計画ＰＤＣＡ検証結果｜検証票（案）

取組No. 分野 取組名 取組内容 年度計画 活動指標 活動指標の目標値 活動指標の実績値 進捗状況 進捗状況の判定根拠 活動概要 　取組の改善案 年度計画 活動指標 活動指標の目標値 年度計画 活動指標 活動指標の目標値 事業終了年
度

実施主体 担当部局 担当課

1-(1)-ア-①-1 生活
シームレスな陸上
交通体系構築事業

慢性的な渋滞の緩和などに向け、自家用車から公共交通への利用転換を促進させ
るため、公共交通の利用環境の改善を図り、シームレスな陸上交通体系構築に向け
た取組等を実施する。
【補足】
乗り継ぎ環境の向上のための上屋や情報提供施設の整備や、移動データを活用し
たシミュレーション等を活用した交通コスト負担軽減策の検討を実施する。

①上屋及び情報提供施設
の設置計画の作成
②交通コスト負担軽減策の
検討

①計画の作
成数
②検討に係
るWT開催

①１計画
②2回

①１計画
②交通コスト負担
軽減策（乗継割引
等）に関する調査
検討の実施

概ね順調

①上屋の設置計画の作成を
行うことが出来た。
②必要なデータ取得に時間を
要したことから、WTの開催
は見送った。

①上屋の設置計画の検討を
行った。
②乗降データを活用し調査検
討を行ったが、データ取得に
時間を要したためWTの中で
議論は出来なかった。

①ランニングコスト考慮した
情報提供施設の検討を行う
必要がある。
②事業者との合意形成が重
要であることから、精度の高
いデータを用いた検討を行う
必要がある。

交通コスト負担軽減策の計
画作成

検討に係る
WT開催

2回
交通コスト負担軽減策に向
けたシステム改修

システム改修
の実施

改修の実施 － 県 企画部 交通政策課

1-(1)-ア-①-2 生活
自転車利用環境の
整備

都市部における渋滞対策及び低炭素都市づくりの実現に向け、既存道路に自転車
走行位置を明示することにより自転車走行環境を確保し、自動車に頼らないライフ
スタイルへの転換、自転車の利用促進を図る。
【補足】
「TDM施策推進アクションプログラム」に基づき、シェアサイクル利用環境向上に向
け、シェアサイクルの移動履歴データなどを活用したポート設置への支援を行う。

新たなシェアサイクルポー
ト設置への支援

新規シェアサ
イクルポート
の箇所数

2カ所 4カ所 順調

目標値以上のシェアサイクル
ステーションを設置でき、多
様なモビリティの充実に向け
た環境整備に繋がった。

首里地域において、県管理施
設等に、シェアサイクル移動履
歴データ等の活用を視野に入
れたシェアサイクルステーショ
ンを4箇所設置した。

関係者との調整を早めること
で、早期のシェアサイクルス
テーションの設置向けて取り
組む。

新たなシェアサイクルポー
ト設置への支援

新規シェアサ
イクルポート
の箇所数

2カ所
新たなシェアサイクルポー
ト設置への支援

新規シェアサ
イクルポート
の箇所数

2カ所 － 県 企画部 交通政策課

1-(1)-ア-①-3 生活
観光2次交通機能
強化事業

県内の公共交通におけるコンタクトレス決済の普及によるシームレスな乗り継ぎの
実現等、国内外から来訪する観光客の2次交通の利便性・満足度の向上を図る。

公共交通機関のコンタクト
レス決済の導入支援

公共交通機
関のコンタク
トレス決済の
導入件数

4件 3件 概ね順調

公共交通機関のコンタクトレ
ス決済の導入件数について、
目標件数4件に対し、実績は
3件となったことから、概ね
順調と判断した。

観光客の県内移動の利便性
向上を図るため、公共交通の
コンタクトレス決済端末導入
に係る実証実験を行った結
果、民間事業者による自走化
に繋がった。
なお、R5年度以降について
は、新型コロナウィルス感染
症の影響によりインバウンド
観光客の動向が不明なため
県によるコンタクトレス決済
端末導入に係る実証実験は
見送りとしたが、今後は免許
を持たない観光客の2次交通
を確保する施策を検討する。

－ － － － － － － R4年度 県
文化観光ス
ポーツ部

観光振興課

1-(1)-ア-①-4 生活
自動運転移動サー
ビスの導入促進

自動運転移動サービス導入に向けた市町村向け意見交換会の開催や情報発信。
【補足】
当面は、電磁誘導線などの既存技術の活用を想定。
将来的には、高精度3次元地図や高精度GPSの活用による車両位置特定技術の適
用が期待されている。

自動運転移動サービス導
入に向けた市町村向け意
見交換会の開催や情報発
信

市町村向け
意見交換会
の開催数及
び情報発信
回数

2回 ６回 順調

令和４年度は意見交換会の開
催３回、及び現場での自動運
転サービスの試乗会の開催１
回、情報提供を２回の計６回
開催しており、達成割合
100％であることから順調で
ある。

自動運転移動サービスの導入
に向けて、市町村との意見交
換会や試乗会の開催、情報提
供を行った。

他の都道府県における同規
模の自治体での事例や地域
の課題解決につながった事例
など、市町村内での機運醸成
に繋がる情報提供を行う。

自動運転移動サービス導
入に向けた市町村向け意
見交換会の開催や情報発
信

市町村向け
意見交換会
の開催数及
び情報発信
回数(累計)

2回（4回）

自動運転移動サービス導
入に向けた市町村向け意
見交換会の開催や情報発
信

市町村向け
意見交換会
の開催数及
び情報発信
回数(累計)

2回（6回） －
県
市町村等

土木建築部 土木総務課

1-(1)-ア-②-1 生活
交通体系整備推進
事業

沖縄県の様々な交通問題を解決していくため、過度な自家用車利用から公共交通
利用への転換に向けた、啓発活動やモビリティマネジメント等のTDM（交通需要マ
ネジメント）施策を推進する。
【補足】
「TDM施策推進アクションプログラム」に基づき、TDM重点エリアにおけるデータサ
イエンスによるTDM施策を推進し、定量的、定性的に効果を分析する。

「TDM施策推進アクション
プログラム」に基づく、
TDM施策の推進

関係者協議
会の開催

2回 2回 順調

関係市町村担当者とのTDM
ワーキングを２回開催し、市
町村におけるTDM施策の促
進に繋がったと考えている。

令和４年10月、令和５年2月
に関係市町村の担当者との
TDMワーキングを開催し、送
迎交通に伴う影響について、
移動データの分析結果を共有
した。

送迎交通に対するモビリ
ティ・マネジメントの実施事例
等を整理し、市町村の取り組
み支援を行う。

「TDM施策推進アクション
プログラム」に基づく、
TDM施策の推進

関係者協議
会の開催

2回
「TDM施策推進アクション
プログラム」に基づく、
TDM施策の推進

関係者協議
会の開催

2回 － 県 企画部 交通政策課

1-(1)-ア-②-2 生活
道路幅員構成の再
配分の検討

交通流の状況を踏まえて、検討の対象となる候補路線を選定し、地域の実情に応じ
た最適な道路空間の再配分を検討する。
検討にあたり、渋滞や人流・物流に関するデータを収集し、データを分析して渋滞対
策の検討や再配分の検討を実施する。
【補足】
・先端技術の活用によるデータの収集。
・AIを活用した渋滞の分析や予測。

最新技術の活用による地
域の実情に応じた最適な
道路空間の再配分に向け
た検討

全国の事例
調査、国動向
の把握、課題
整理等

実施 実施 概ね順調

道路幅員構成の再配分に向
けて短・中・長期の取組内容
の方向性を検討したことか
ら、概ね順調とした。

道路幅員構成の再配分に向
けて短・中・長期の取組内容
の方向性を検討した。

道路幅員構成の再配分に向
けて、取組内容の熟度を踏ま
え、関係機関とのヒアリング
を実施する。

最新技術の活用による地
域の実情に応じた最適な
道路空間の再配分に向け
た検討

全国の事例
調査、国動向
の把握、課題
整理等

実施

最新技術の活用による地
域の実情に応じた最適な
道路空間の再配分に向け
た検討

全国の事例
調査、国動向
の把握、課題
整理等

実施 － 県 土木建築部 道路街路課

1-(1)-ア-②-3 生活
交通安全施設等整
備事業

道路における交通の安全と円滑を確保するため、交通信号機の設置・更新、管制エ
リアの見直し、高度道路交通システム（ITS）の整備等に取り組む。
【補足】
高度な機能を有する信号制御機への更新等を実施

交通事故の防止や安全で
円滑な道路交通の確保

交通信号制
御機の更新
数（累計）

120基 120基 順調 目標値を１00％達成したた
め。

高度な機能を有する信号制
御機への更新を県内120箇
所で実施

進捗状況が順調であるため、
現取組を継続する

交通事故の防止や安全で
円滑な道路交通の確保

交通信号制
御機の更新
数（累計）

120基
（240基）

交通事故の防止や安全で
円滑な道路交通の確保

交通信号制
御機の更新
数（累計）

120基
（360基）

－ 県 警察本部
交通部交通
規制課

1-(1)-イ-①-1 生活
ICTを導入した空
港サービスの向上

先端技術の活用による搭乗手続やCIQの迅速化など、多様なニーズに対応し、スト
レスのない空港に向けた機能整備を促進する。
【補足】
先端技術の活用等による那覇空港の機能強化については、整備を所管する国や航
空会社、NABCOと意見交換等を行うなど、機能整備の促進に取り組む。

先端技術を活用した空港
機能強化に向けた設備導
入の促進

実施主体と
の意見交換
開催

2回 ３回 順調
航空会社及びNABCOと先
端機器導入（スマートレーン
等）について意見交換を実施

航空会社及びNABCOと先
端機器導入（スマートレーン
等）について意見交換を実施

引き続き、航空会社及び
NABCOと先端機器導入（ス
マートレーン等）について意見
交換を実施する

先端技術を活用した空港
機能強化に向けた設備導
入の促進

実施主体と
の意見交換
開催

2回
先端技術を活用した空港
機能強化に向けた設備導
入の促進

実施主体と
の意見交換
開催

2回 －
国
航空会社
NABCO

企画部 交通政策課

1-(1)-イ-②-1 生活
離島港湾の利便性
向上推進事業

港湾利用者（住民、観光客、荷役会社、船社）の利便性や、安全かつ快適な移動動線
を確保するために必要なユニバーサルデザインに対応した施設の整備。
【補足】
港湾情報（海象・航行情報、空席情報等）の可視化、チケットレス等への対応、自動運
航・ドローンを活用した輸送体制等、IoTを活用したシステムの導入を検討する。

港湾におけるIoT技術等
の活用に係る基礎調査（導
入事例や動向等の情報収
集）

調査の実施 調査の実施 調査の実施 順調
計画どおり調査を実施したこ
とから、順調と判断した。

IoT技術等の導入・試行事例
等の調査を行った。

実際に導入している事業者
や、技術の開発事業者などか
ら積極的に聞き取りを行う。

県内離島港湾における
IoT技術等の導入可能性
の検討

導入可能性
の検討

導入可能性の検討
県内離島港湾における
IoT技術等の活用方針の
検討

活用方針の
検討

活用方針の検討 － 県 土木建築部 港湾課

1-(1)-ウ-①-1 生活
地域マイクログ
リッドの導入促進

エネルギーの地産地消化、電力系統の安定運用や社会全体の効率的な電力使用に
向けて、地域マイクログリッドに係る広報啓発に取り組むとともに、民間事業による
取組を促進する。
【補足】
デジタル技術を活用した地域マイクログリッドの構築により、エネルギーの地産地消
化、電力系統の安定運用や社会全体の効率的な電力使用を促進する。

マイクログリッドに係る広
報啓発及び民間事業の促
進

マイクログ
リッド導入検
討地区数（累
計）

1件（1件） 2件 順調

県内の２市町において、地域
マイクログリッドの取組を実
施していることから、順調と
判断した。

地域マイクログリッドの活用
を促進するため、地域マイク
ログリッドのアンケートを実
施し、地域マイクログリッドの
広報啓発等を実施した。

地域マイクログリッドの導入
促進については、県内市町村
と連携が必要となることか
ら、市町村向けの普及啓発や
勉強会を実施し、地域マイク
ログリッドの認知度向上や機
運醸成等を図る。

マイクログリッドに係る広
報啓発及び民間事業の促
進

マイクログ
リッド導入検
討地区数（累
計）

1件（2件）
マイクログリッドに係る広
報啓発及び民間事業の促
進

マイクログ
リッド導入検
討地区数（累
計）

1件（3件） －
事業者
県
市町村

商工労働部 産業政策課

1-(1)-ウ-②-1 生活
新技術を活用した
住まいの推進

県民のニーズに応じて、エネルギーを見える化するとともに設備を最適に制御する
管理システムであるHEMS（Home Energy Management System）など、住
宅におけるIoTをはじめとした新技術の導入を促進する。

住情報展の開催
住情報展の
開催回数

1回 １回 順調

大規模商業施設において「住
まいの情報展」を実施するこ
とができ、多くの県民がパネ
ル展に来場した。

住まいの情報展を実施した
広く県民向け周知を図ること
が重要であり、その取り組み
を検討していく。

住情報展の開催
住情報展の
開催回数

1回 住情報展の開催
住情報展の
開催回数

1回 － 県 土木建築部 住宅課

R4年度活動実績R4年度活動計画 R5年度活動計画 R6年度活動計画
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